
 

 

 

令和３年度第２回湧別町総合教育会議議案 

 

 

 

日 時 令和４年２月４日（金） 

              午後４時００分 

場 所 湧別町文化センターさざ波 

１階中会議室        

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

湧別町総合教育会議 

 

 

 

 

 



会 議 次 第 

 

１ 開 会 

 

２ 町長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 協 議 

 （１）協議第１号 上湧別地区小中一貫教育の推進について 

（２）その他 

 

５ 閉 会 

 

 



協議第１号 

 

上湧別地区小中一貫教育の推進について 

 

上湧別地区小中一貫教育の推進について、次のように協議するものとする。 

 

記 

 

 

 別紙のとおり 

 

 

 

  令和４年２月４日提出 

 

 

                         湧別町長 刈 田 智 之 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



       上湧別地区小中一貫教育の推進について 

 

１ 上湧別地区小中一貫教育推進に係る地域懇談会の開催状況 

   優れた教育環境を確保するため、全町に９年間を見通した小中一貫教育を行う義

務教育学校の導入を進めるため、上湧別地区の５つの小中学校を廃止して、１つの

義務教育学校（施設一体型）を設置する基本方針を地域住民に説明し、意見を頂く

ため、4 地域で懇談会を開催し意見聴取した。 

  

 １）実施状況   

 1 月 11 日（火） 中湧別地区（文化センターTOM） 23 名出席 

1 月 12 日（水） 上湧別地区（コミセン） 20 名出席 

1 月 13 日（木） 開盛地区（開盛住民センター） 17 名出席 

1 月 14 日（金） 富美地区（富美地区住民センター） 16 名出席 

 合  計 76 名出席 

 

 ２）意見集約表、会議資料  別紙のとおり 

 

２ 今後の方針 

  地域懇談会の意見をもとにして町の素案を決定し、それをもって再度地域住民との

懇談会を開催する。 

 

 ・町の素案  ①義務教育学校化の可否 

        ②開校年度 

        ③場  所 

 

 ・地域懇談会日程 

 

 

 

 

 

 

 



上湧別地区小中一貫教育推進に係る地域懇談会 意見集約表 

 

意見の種類 主な意見 

【設置時期】 

・早い時期で義務教育学校になるのが良い。 

・保育所が来年から統合されるので、保育所で一緒になって、小学校で離れてとなることは避けたい。 

・今も少人数で、これ以上児童数が少なくならないうちにできるだけ早くして欲しい。 

【設置場所・校舎】 

・場所は上中の建物が新しいので、他の場所は考えにくい。上中を使うとなるとオープン教室なので、改

修して使うとよい。 

・旧上湧別町の小学校は元はチューリップ公園にあり、中小・富美小・開盛小と別れていった経緯がある。

元に戻るという意味で、また経費の面でも、上中の位置が良い。 

・場所は上中が新しいのでベスト、小学生全員が入れる校舎増築が必要。 

【通学・ 

スクールバス】 

・通学のためのスクールバスの体制を整えて欲しい。 

・上中を中心に建設することで考え、通学や児童センターをどうするかなど検討していくべき。 

・スクールバスの検討が必要。バス乗り降り前後の事故防止や乗降場所を国道だけではなく、住宅の近く

まで回るなど、安全な通学を十分に検討して欲しい。 

・低学年は路線バスでの通学は難しいのでスクールバスが必要。 

・部活で下校時間が違うので通学手段が心配である。上中の統合時に開盛地区については、公共交通機関

があるため、スクールバスを走らせてもらえなかった。小さい子も路線バスを使って通学するとなると心

配である。 

・小学校１年生から路線バスというわけにはいかないと思う。仮にスクールバスを用意するとなると、そ

れに中学生も乗せるかも考える必要がある。 

・現在、上富美から上中までかなりのバス時間がかかる。長時間の乗車とならないよう検討していただき

たい。 

・保育所の説明会に行ったとき、なぜか開盛だけ送迎があり、富美は送迎無しとのことであった。同じ町

内であるのだから、平等でなければならない。どこに義務教育学校ができるかわからないが、近い人も遠

い人も、みんな平等にしてもらわないと、統合のメリットが無いと思う。 

・義務教育学校を設置した場合の通学方法はどうなるか。上湧別中学校の場所に義務教育学校が出来たと

し、中学生は自転車通学できるが、橋が危険なため、保護者は自転車通学をさせたくない。保育所の問題

もあり、親が迎えに行くこととなる。３歳から 10 数年間、送り迎えが必要となる。 



【放課後 

  児童クラブ】 

・子どもたちの放課後の居場所が心配である。児童館等を今の場所に残すか上中に作るかも検討して提案

したほうが良い。 

・場所は上中に建設することで考え、通学や児童センターをどうするかなど検討していくべき。 

【学校行事・教育

課程・いじめ】 

・１年生から９年生まで一緒になると学校行事が不安。例えば運動会では小学生の保護者はかわいらしさ

を見たいとか、中学生の親は成長の様子をみたいなど観点が違う、同じ行事でそれができるのか心配。行

事を分けると先生の負担も増えるのではないか。 

・上中校舎は前期課程はクラス教室型、後期課程は教科教室型となると、せっかく施設一体型の義務教育

学校になっても、中一ギャップの解消にはならないのではないか。校舎は改修が必要。 

・中１ギャップは、良い言葉で言うと飛躍であり自分が成長できるチャンス。私服が制服に変わりワンス

テップ意識が変わるタイミング。そのチャンスが無くなる。 

・９年間続くいじめ対策をどうするのか。いじめられっ子になったら９年間いじめられたままとなるので

はないか。 

【その他】 

・後期課程の制服や指定ジャージは無くなるのか。 

・上中は上靴が指定になっているが、幅が１種類しかなく、靴ずれをするため、大きいサイズを履いてい

る生徒もいる。幅広の靴を選べたり、そもそも指定の上靴は無くすということも合わせて検討して欲しい。 

・義務教育学校となることには、保護者の不安も多いと思うので、このような懇談会や説明会などを開い

て不安を解消して欲しい。また、保護者だけではなく、子どもたちも色々な不安があると思うので丁寧な

ケアをお願いしたい。 

・保護者は少人数ではなく、大人数での教育を望んでいる方が多い。保護者が子どもをどのように育てた

いかという気持ちを大切にして、子どもたちのための教育にしたい。そのことを十分に地域に説明してい

って欲しい。 

・芭露学園の取り組みについて、もう少し説明をしていただけるとわかりやすい。学生服なのか、私服な

のか、不透明なところが多い。 

・急に小中一貫となることが心配。想像としては、まずは小学校が一つになるのかなと思っていた。自分

たちが経験したことがない小中一貫教育を、子どもたちにさせるということは不安がある。 

・富美小学校の校舎は平成元年に建築後、まだ 30 年ほどであり、使用可能であると思うので、有効活用

できるよう考えていただきたい。 

 


